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制定前後から見た憲法の今日的問題 
              2014/3/5 千葉大学法経学部 石田憲 

 

日本、ドイツ、イタリア、イギリスにおける第二次世界大戦の終わり方と政策

決定構造が影響した憲法の方向性 

 

Ⅰ．リーダーシップは「国を救う」か？ 

 Ａ．チャーチルとヒトラー 

 Ｂ．国家に対する反逆の桎梏 

Ⅱ．基本的人権と立憲主義 

 Ａ．人間の尊厳と法実証主義 

 Ｂ．脱国民国家・国際的枠組みの重視 

 Ｃ．合法性と恣意性 

Ⅲ．政治的責任の所在 

 Ａ．君主制と国民投票 

 Ｂ．無責任の体系 

 Ｃ．天皇制と平和主義 
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